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生壷　研　究
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産按術史研究董套

　　　　゜翻は生齢艦の蝋．材料，製品などの遮
　　　　　鞭の必翼から人類の稜達とともにはじまつていて，廣義

　　　　　の生産技術と考えられる．石器時代の重要な遭具材料の

　　　　　焼百（フリント），黒耀石などがそのetD・・らはるかに離

　　　　　れた土地から劉屈されたり，錫の崖地へ各地から集申し

　　　　　ていた青銅時代の交通路などから，われわれは遠い祀先

　　　　　の思恥のほか暉凡な交易關係を知ることができる．

　　　　　　人類が高原や草地がら徐々に大河海洋の沿岸へ移つ

　　　　　てきて・そこに古舷蹴穿生えると，困難な陸上の蓮

　　　　轍に代つて河，海を利用する方法が考えられた．流木に

　　　　　すがつて水を渡り，獣皮の浮袋を蓮ねて荷物を蓮邊する

　　　　原始的な方法から・丸木舟や葦を編みu・。チで防水した

　　　　舟へ・やがて龍骨と板材を用いる舟へ1と靴してきた．

　　　　　（最古の舟の記録はB・1C・6000年ごろのエジプトの花瓶

　　　　　｝C刻まれた舟｝このためにはまた鯛の韻が蠣でと

　　　　　く｝こ板の蝶には醐（後に鋤の鋸轍くことのでき

　　　　ぬものであつた・したがつて舟噸展もまた古代のme

　　　　國の間から行われ・とくE・地中海を園む古代蘇i・おい

　　　　て急速なm達をとげた・當時の舟による輯縫は主として

　　　　荷物の蓮搬で・陸上における優れたma手段力壌見され

　　’ない隙には・長騰・夫量の荷物蓮搬は舟以外に方法

　　　　がなかつた．大河，内海沿岸の古代帝國が後世の人々の

　　　　月を驚かす大建造物を遣し，交化の交流，帝國的支配を

　　　　行い得たのも舟による楡塗の影響が大きかつた．

　　　　　陸上の融手稜として最初に現われた車は，西部アジ

　　　　アおよび東部Yepッパの青銅時代に起源をもつといわ

　　　　れ，B．C．3500年ごろから古代文明就會へ登場した．

　　　　最初の重能牽の悪い實睡車輪〔丸太を輪切にしたもの）

　　　　から．板車輪（敷枚の板を組会せて圓を形成するもの）

　　　　輻輪（muのevvaの韓形）へと車の性鰍上昇レ牽
　　　　引蹴としても，牛，ロバから速度の大きい焉が用いられ

　　　　るよ5になつた．しかし車の最初の意義は馳手段とい

　　　　5よりはむしろ儀禮酌なもの，或は軍事酌なもので，王

　　　　侯の粟用，職車としての意昧が多かつた．輻車輪を馬に

　．　牽かせた鰍な脚で・エジプトを征服した・クソス人

　　　　や・そ破配を覆して新王國の帝國支配を完成した（前

・　　ユ7世紀）エジプト入もその職車の快速を利用していた．

　　　　　しかし古代國家の脛濟力を根底から左右するものは依

　　　然として舟であつた．古い傳統と優れた職車をもつたペ

　　　　ルシヤと・アテネの海軍を主力にするギリシヤとの騨

r　　　の厩結が，サラミスの海職（HC．48D）によrつて得られ

　　　　kこと、は輿昧深い．
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　　第1囲　ポンペイの衝路，板石を敷きつめ歩道もあ

　　　　る．人が立つているところは水道の共同水汲揚

　　海洋を制した＠家がその主導擢を握つた事貿はもちろ　　，

　ん・舟と車の繊力の相趨こもよるが．また陸上の道路

　橋梁構築鼓徳のレペルの低さにも基因していた．したが

　つてV一マif國はその範置を形威するとともに，優れた

　土木技術と奴隷蠣とによつて植民地の繊合，外敵の警

　mのために大規灘道路（P・e一マ髄）をec：　L，．zz市冒

　生活のために有名な水道橋を架し，トソネ・レをうb：ち，

　陸上の交還，蓮輸の整傭に意をそそいだ，やが（申世封

　建肚魯の閉錯された脛濟の時代になると，都市の街路と　一

　その郊外とに僅かに馬車が通ずる貧弱な輸邊形態しか保

有し得なかつた・まれに都市間を通ずる道路にも高額の

　通行役がかかり，しかもそれは道路の改修にはほとんど

　用いられなかつたし，楡邊業者のギルドも存准して正常

　な轍術の褻展をさまたげた．かぎられた地域でのほ

　とんど自給自足的な纒濟關係の下では，現代のような大

量謎な原料の醗滴品の9積など賭えられなカゆ
　た・このような環境り下では翰邊按階の進歩も逞れ，賓

隆車輪や板車輪も依然として用いられ，車に金厩を用い

　るζともまれであつた（18世紀になつても軸受に鋳鐵板

　を張つた車は少なかつたといわれる）馬貝の蹄鐵も6～

7世紀にやつと普及したとい5駄態であつた．

　　しかし海岸附近の都市國家は此較的自由な環境にあっ

た43世紀ごろ結成され60～80の都市が滲加したハソ

ザ同盟は・陸上にくらべて舳な鰍（河）49tigの全擁　　’

を握つて全鰍洲海港の商業を濁占し．14～15世紀にはそ

の勢力が絶頂に達した．これは當時東洋と西洋を結ぶ貿

易のル・・トがことごとく地中海へ通じ，イタリヤの港を

脛て全緻に珍奇な東洋の謹物を供給していたことが大き

な動機であつた，・この傾向は十字軍の遽征（1096年よ

り）以來とくに活螢になb，ヨr－Ptッバの人々にも徐々

に新らしい世界像が結ばれはじめた．また工453年トル

コ軍によるコソスタンチノeプルの陥落は，この東洋へ

のル戸トを切蜥し，新らしいルートの開褒と航海竣術の

進歩をうながし，継按術の歴史にとつても醜期的な事，　，

件であつた．閂瞼商人達は必死に新らしいSL　rトを摸索

し，天文學者達は古代天文學を復活，精密化し（Pener－

bach等）騰者のためには輕度，緯．度表が作成された

（1471年・R・9i・mqntanus）蠣で古くから用いられて

いた．磁石もアラビヤ商人の手を趣てa一ロッパiこ渡り

14世紀には蜜用的な羅針盤ができていた．このような　　　　．

基礎の上に’Polumbusの新大陸翼見（斑92）Vasoo　da

Gamaの印度瀬のN見（1493ハ㎏・1・nの世鋼航

，
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　　第2巻　　第12號

（1519～22）などの耀かしい業蹟が樹立され，地球上を

縦積に交通する恒界貿易の端絡がCopernicusの地動説

稜表（1543）以煎にすでに芽生えた．黄金や絹，香料，

さらに未知なものへの欲望はすでに巾世的世界甥を打破

してしまつたのである．こ5して世界釜地に植民地が螢

生し，世界鞭濟關働載立してくるにつれも敵洲の

生産形態もギルド的形骸を去つてマ＝＝ファクチ；アー

時代に入り，産業革命の先行的な生藍盾動がはじまつた

　この時代の輸邊按術の花形は船舶〔とくに大洋航路）

で，1600年才ギリスが設立した東イyド會祉の船はすで

に1，000bVを越え從來の地申海北鰍路の100～350
トソ程度のものと比較にならぬ大型となつていた（般髄

拡木製であつた）

　植民地貿易によつて國内｝こも新い江場やm坑が…晒、

1こ開螢され，中世以來の悪路や能奪の低、・馬車に代噺

しい藤斑こ技術が要求されるようになつてきた．これに懸

えで最初に登場したものは蓮河であつた．英國の蓮河王

Bridg・wate・侯が技鰯B・㎞dley　lこ完成させた（1773）

リバプPル・マンチェスタr間の運河はその代表的なも

ので，石旋と棉花がそれを利用して蓮ばれた．19世紀前

串の獄洲は「運河時代」とよばれるほど多くの運河が開

通し．蓮河魯敢の株は暴騰した．　、

　中世以來の馬車継も17世紀ごろからやつと普及し

てきたが最大の障碍は道路の悪さであつた・これを解決

する努力が二つの方向から行われた．一つは道路そのも

のの改良で，－vaずフラソスiこおいて道路の科學的研究、

改良が？ierre　Tr6saguet（1716～96）の指揮の下に行β・

れた．英國でもこれに績いてMetcalf，　Telford，　Mac－

adamなどの努力によつて，路面を石て固めtL新らしい
蓮路が薗々と整備され，1777年　1こは世界最初の鐵橋も架

けられた．15世紀ごろからいろいろ試みられた動物力以

外の車（無軌道）の考案〉風力の利凧歯車・ペダル等

の人あによる車）は，1769年佛人Nicholas　Cugnot：の

蒸汽車に至つてはじめて薪しい動力の形態に接したが，

さらにコソバハな内Pteq關のue現まで約100年間を待

’たなければならなかつた．その車輪もタールを塗つた舟

索，革幣，ゴムなどの纐襲置を纒て，窪き氣入りゴムタ

　イヤーの獲明（1888年スコットラソド人Dunlop）とい

　5軌道の稜明に次ぐ重要な獲窮によつて自動軍，自韓車

　の現在の形が生れてきた．

　　他の一つは軌道の獲明である．軌道は炭坑における馬

　車道のヌカルミに木板を敷いたことにはじまる．やがて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　T

第2圖　初期の鍛道馬車．このレρル
　．の．止に蒸汽機臨車が走るよ一bになる

」ヒ
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その上に鐵板が張られ枕木も出現した．1776年英人Jo；t

hn　Ctirrは淡坑に突縁の鐵製軌道を用いたが運搬勢働者．

の熈↓な反封にあつた．だがやがて突縁の車輪も用いら

れ，材糟も籔鐵，煉鐵，銀と弐第に進歩してきた．その

上を走る車も馬車であつたが，やがて蒸汽力を用いるよV’tt’

うになつて現代の鐵齢邊嵯礎が開かttた・18°3年英’

人Trevithickによつて最初に軌直（木製）を走る汽車

が運轄され，1814年にCt　St・phens・nの蒸汽機關卑が

威功裡に試運韓を終え，1825年には英囲に最初の蛾遣が

開蓮し，以後約10年間にew各地にぞくぞくと鐡働：

敷かれた．蒸汽力時代の申し子として生れた鐵造は，鐡

精疎のtめの石炭を運び，鐵工業の塵i出する鐵塊の大部

をV一ル，車睦に浦費して，黒煙と轟音で奮思想の地主，

運輸業者，土民の反抗を打破つて地球に縦横の軌道を聲

いた。

　船舶においても蒸汽動力はその形状・性能に革命をも

たらした．1796年∫ohn　Fitchは最初の蒸汽スクリs

F船を走らせ，1807年Fu！tonが初めて蒸汽船を實用化

し，1822年世界最初の鐵般アpPソマソビr號が英國で

進水した．進行する産業革命の技術的成果にょつて交通

機關は弐々大動力と堅固な鋼鐡の外装とで．自己の母胎

近代技衛に原料を供給し，その製品を運び市場の獲得験

の先頭に立つて軍事力の由榎を形成してきた．

　喩蔽術の進歩によつて塵業革命が推進され資本主義

薦が麟するにつれて，蒸汽力に…r“ぐ第二の…蝶革命

ともよばれる鷺氣力の利用が19枇紀後牟からはじまり

融技術にも電氣力が利用されだした〔18’19年Siernens

の電車の實用化）それとともに汽燃機關の獲達は航察燭

の急速な獲展をもたらした（1903年Wright兄弟の飛

行機）このようにして世界経濟がますますその緊密性

　（距離・時聞）を増すにつれて，継按術｝姓蓬i按術謹

系の不可敏の部門となつた．

　　人類の世界像が互に接近し，継技術と糠按術の進

歩によつて世界國家の理想像すら蟄かれているのに，相

反目しあう二・？の世界があり．或はますます高遼化され

稠密になつてきた離鼓術の叢達に封して・E態依然た

　る都市形態と輻奏する交遜網の湿鼠がある．《類のなす

　べき仕事はまだまだあまりにも大きい・

　　　　　　　　　　　　　（195D・10　・　10村松）

L　　　一

　第3圏 Fitchのスクリp一船

　　　　　　夢　　　wag・

ゼ・　滋L．魂
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　　第4画　1808年ロンドンで行われた
　　　Tfevithickの蒸汽機闘享の見世物

　　　　　　　　　　　　　　”35

ヵットは2輪職車を御するギリ

シヤ紳話のヘリオス〔太陽）
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